
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
を
経
た
生
物

品
種
又
は
品
目

名
称

申
請

者

わ
た

除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
耐
性
ピ
マ
ワ
タ
Ｍ
Ｏ
Ｎ

8
8
9
1
3

系
統

日
本
モ
ン
サ
ン
ト
株
式
会
社

わ
た

チ
ョ
ウ
目
害
虫
抵
抗
性
ピ
マ
ワ
タ
1
5
9
8
5系
統

日
本
モ
ン
サ
ン
ト
株
式
会
社

わ
た

除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
耐
性
ワ
タ
Ｇ
Ｈ
Ｂ

6
1
4系
統
と

チ
ョ
ウ
目
害
虫
抵
抗
性
ワ
タ

1
5
9
8
5系
統
を
掛
け
合
わ

せ
た
品
種

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス

株
式
会
社

わ
た

除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
耐
性
ワ
タ
Ｇ
Ｈ
Ｂ

6
1
4系
統
と

除
草
剤
グ
ル
ホ
シ
ネ
ー
ト
耐
性
ワ
タ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ

ｎ
2
5系
統
と
チ
ョ
ウ
目
害
虫
抵
抗
性
ワ
タ

1
5
9
8
5系
統

を
掛
け
合
わ
せ
た
品
種

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス

株
式
会
社

番
号

名

称

住

所

市
町
村
長
又
は
特
別
区
長
に
対
し
て
特

定
中
小
企
業
者
の
認
定
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
期
間

5035

秋
本
建
設
株
式
会
社

奈
良
県
五
條
市
二
見
五
丁
目
四
番
二

号

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
平

成
二
十
三
年
六
月
二
十
二
日
ま
で

5036

サ
ン
工
芸
印
刷
株
式

会
社

大
阪
府
大
阪
市
東
成
区
東
小
橋
二
丁

目
十
一
番
十
三
号

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
二
日
か
ら
平

成
二
十
三
年
七
月
二
十
一
日
ま
で

5037

石
本
紙
工
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
東
成
区
大
今
里
南
一

丁
目
十
九
番
十
号

平
成
二
十
二
年
八
月
十
八
日
か
ら
平
成

二
十
三
年
八
月
十
七
日
ま
で

5038

日
野
薬
品
工
業
株
式

会
社

滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
大
字
上
野
田

百
十
九
番
地

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
平

成
二
十
三
年
八
月
二
十
四
日
ま
で

平成™™年˜—月Ÿ日 金曜日 第œ›˜š号官 報

四

第
三
条
第
五
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定

資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・

ロ
ー
ン
を
原
資
と
し
た
貸
付
け
等
の
総
額
、
件
数
そ

の
他
の
事
項

五

第
三
条
第
七
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定

資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

短
期
社
債
の
取
得
の
総
額
、
件
数
、
取
得
金
利

の
下
限
そ
の
他
の
事
項

ロ

損
害
担
保
取
引
の
対
象
と
な
っ
た
短
期
社
債
の

取
得
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

六

第
三
条
第
八
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定

資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
を
原
資
と
し
た
貸
付

け
等
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

ロ

損
害
担
保
取
引
の
対
象
と
な
っ
た
貸
付
け
等
の

総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

七

第
十
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象

と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項

イ

ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
を
原
資
と
し
た
貸
付

け
等
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

ロ

損
害
担
保
取
引
の
対
象
と
な
っ
た
貸
付
け
等
の

総
額
、
件
数
、
そ
の
他
の
事
項

ハ

利
子
補
給
の
対
象
と
な
っ
た
貸
付
け
等
の
総

額
、
件
数
、
そ
の
他
の
事
項

（
共
通
事
項
）

第
十
五
条

危
機
対
応
業
務
の
実
施
は
、
主
務
大
臣
か
ら

指
示
を
受
け
た
指
定
金
融
機
関
に
限
り
行
う
も
の
と
す

る
。

（
改
定
）

第
十
六
条

主
務
大
臣
は
、
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事

案
に
係
る
危
機
対
応
業
務
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な
金

融
秩
序
の
混
乱
の
収
束
の
状
況
、
企
業
の
業
況
又
は
資

金
繰
り
の
改
善
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
こ
の
定
め
に
係

る
危
機
対
応
業
務
の
実
施
期
間
、
対
象
、
条
件
等
に
つ

い
て
、
改
定
す
る
も
の
と
す
る
。

〇
文
化
庁
告
示
第
四
十
四
号

著
作
権
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十

五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
基
づ
き
、著
作
権
法（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
の

視
覚
障
害
者
等
の
た
め
の
複
製
又
は
自
動
公
衆
送
信
が
認

め
ら
れ
る
者
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
者
を
平
成
二
十
二
年

九
月
二
十
八
日
付
け
で
指
定
し
た
の
で
、
同
令
第
二
条
第

二
項
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日文

化
庁
長
官

近
藤

誠
一

堺
市
（
た
だ
し
、
堺
市
立
点
字
図
書
館
が
実
施
す
る
業

務
に
限
る
。）

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
六
十
四
号

次
に
掲
げ
る
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
生
物
に
つ
い
て
は
、
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
（
昭
和

三
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
七
十
号
）
第
１
Ａ
第
二
款
に
規
定
す
る
安
全
性
審
査
の
手
続
を
経
た
の
で
、
組
換
え
Ｄ

Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
三
十
三
号
）
第
三
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
六
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

秋
田
県
北
秋
田

市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
秋
田
県
庁
及

び
北
秋
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
六
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

山
形
県
西
村
山

郡
西
川
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
形
県
庁
及

び
西
川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
六
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

山
形
県
最
上
郡

真
室
川
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
形
県
庁
及

び
真
室
川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
六
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

山
口
県
岩
国
市
御
庄
字
城
山
（
国
有
林
。
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
口
県
庁
及
び
岩
国
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
二
十
五
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

号
の
事
業
者
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

経
済
産
業
大
臣

大
畠

章
宏
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